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入社2年目研修を実施！ 

Q,今回の研修を受けて、 

得られたことは何ですか？ 

A,研修で同期と接する中で、他の部署や事業

所のことを知ることができましたし、自分と

は違う視点や考えに触れたことで、とても刺

激になりました。グループワークで企画した

ことを活かし、今後、部署を越えてコミュニ

ケーションを取ることができるよう、きっか

けとなる場を作っていきたいです。  

Q,今回の研修を受けて、 

どのような変化がありましたか？  

A,配属先が異なる同期は、普段話す機会が

中々なかったのですが、全員集まって研修を

受けたことで、直接言葉を交わす大切さを改

めて実感しました。話し合いの中で、同期の

日頃の仕事に対する悩みや不安を聞けたこと

から、今後の励みになり、仕事に対するモチ

ベーションアップにも繋がりました。 

2年目社員に聞いてみた！ 

問題点の洗い出し 深堀り  課題の設定 解決策の検討  資料作成・発表 

 

 4月21日に入社2年目社員を対象とした研修を行いました。研修内で 

は「日々の業務や社内における課題を意識し、主体的に行動できるよ 

うなきっかけとすること」を目的としたグループワークを実施。配属 

先の違いや、コロナ禍により希薄になりがちな「社内コミュニケー 

ション」をテーマとし、企画を検討しました。 

 グループワークを実施する上で、社内コミュニケーション活性化を 

テーマとして活動しているSSLメンバーが、ワークで議論するテーマ 

の提供者として参加しました。具体的な問題点としては、「拠点間、 

部署間、世代間のギャップ」により生じるコミュニケーションの難し 

さや、社内周知など様々。本記事では、当日のワークの流れや、受講 

者が得た学びについてご紹介します！ 

ワークの流れ  
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(北出)：本セミナーは  

毎シーズン大きな目的や

テーマが設定されています

が、登壇される講師の方々

の考え方やアクションがそれぞれ異なり面白かったで

す。他社からの参加者には若手の方も多く、普段では

中々聞けないような話も聞くことができました。 

(宮越)：ファシリテーターであるJAISTの敷田先生の 

働きかけもあり、何でも発言できるという空気感が  

あったのはとても良かったです。 

(宮越)：各シーズンで「周囲に変化を求めるのでなく、 

自らが変わる」というメッセージが共通しており、改め

てその重要性に気づくことができました。自分なりの考

えを持つことで、受けっぱなしでなく、学んだことを 

落とし込むことができる構成になっていると思います。 

(北出)：本セミナーを受講したことを他社の方にお話し

したのですが、人材育成という観点で非常に興味を 

持っていただけました。 

Ṉセミナー受講後に変化はありましたか？ 

(北出)：例えば普段行う会議では、論点を整理したり、

「一概に正解を決めつけない」ということを意識する 

ことが大切です。そういったファシリテートにも、この

セミナーで得た学びを活かすことができると思います。 

(宮越)：普段はどうしても決まった関係者と仕事を    

進めることが多いですが、こういった形で外に出て、 

他社の方とお話しすることで思考も柔らかくなり、  

新たな気づきが得られることがあるのではと思い 

ます。参加までのハードルは感じるかもしれま  

せんが、とりあえず行ってみるという気軽な 

気持ちも大切かもしれませんね。 

Ṉセミナーのおすすめポイントはズバリ？ Ṉまずは受講を終えての 

 率直な感想を教えてください！ 

 

https://www.hokuryodenko.co.jp/2023/05/4607/
https://www.kanazawa-it.ac.jp/kitnews/2022/1104_dx.html
https://www.social-jaist.com/
https://www.social-jaist.com/


HOKURYO CONNECT

 

ẑ2 7 2023  

            ḵ 

× 

ẑ  WEB   /    WEB  

 

  

 

̞ זּ ὲῴὊְ ᵒ ˂ 

ṆỆ  

 /  /  /  

Ṇ ṕ Ṗ 

Ẁ  

LINEẂ  

Ṇ  

 

  Ẁ  

 

  

2023ṕ Ṗ ḵ  

 ( )   ễ  

Ṇ  

 

 

Ṇ  

 

  

Ṇ  

 ¬ º   

 

Ṇ  

 

                          

                          

 

https://www.hokuryolead.co.jp/
https://www.hokuryodenko.co.jp/business/development/
https://www.hokuryodenko.co.jp/2023/01/4173/


 

 

 

ʈʚɷ˷ɯ˷ɖ  

ˠ˲ˏ˷ɓѧ ˠ˲ˏ˷ɲ ɋɭʆɦ  

：単なる情報発信ではなく、読者・関わる人に「スマイル」を届けることは特に意識しながら記事を作成していますね。 

：うんうん、仕事中の息抜きや、社員同士の話のきっかけになるような社内報・社外報を作りたいよね。 

：読む人だけでなく、作成の過程で協力してもらった方々がSSLをきっかけに繋がり、輪が広がっていくのはとても喜ばしいことです。 

  もちろん作成チームの私たちにとっても社内外の色々な方との繋がりができるのは本当に嬉しいよね～！^  ̂

：一方で読者のためになるような教養系の情報発信も重視してるよね。その中でも私たち目線での記事作成は大切にしていて、 

  できるだけとっつきやすく、気軽に読める内容を心がけています。 

：その点では、色々な部署から集まったメンバーの強みを生かして、それぞれの知識や情報を共有・活用できているんじゃないかと！ 

  同時にチーム内でも、お互いから学び合う機会は多くて、SSLの活動をきっかけに自身のスキルアップに繋がっているな～と感じることは多いです。 

：それに加えて、活動全般に関わる知識やスキルの習得のために定期的な勉強会やスキル管理も始めたところだよね。 

 

 

：やっぱり「読んだよ」と言ってもらえたり、記事についての感想をもらえたりすると嬉しいよね。はじめて社員の方から記事について 

  直接感想をもらえた時は、涙が出るほど嬉しかったのを覚えてるな～（笑） 

：広報誌の作成はどうしても一方的になってしまうから、リアクションをもらえるのはありがたいですよね！（わかる～）  

  SSLは若手がある程度自由に企画・準備・実行まで出来る貴重な場だと思っています。そんな過程もあって、リアクションを頂けると、 

    形になってしっかりと届いたんだな～と感じます、感慨深いですねṏ！ 

：ゼロからつくる活動だからこそ、メンバー同士、話し合ってより良いものをつくっていこう！っていうモチベーションは高い気がするなぁ... 

：確かに。みんなで協力して完成させた時の達成感は半端ない！良い意味で、部活で何かを成し遂げた時のような感覚がありますね（笑） 

 

人事、広報、企画、法務 

業務、富山支店から集まった 

入社1～5年目のメンバー！ 

SSLの活動の中で、大切にしていることは？ 

ズバリ！SSLのやりがいとは？ 

＼メンバーでお花見をしました！／ 

 

  ：大変なこともありますが、「自分たちで作っていく」というやりがいを感じられて楽しいです！ 

  ：SSLに加入してまだ数ヶ月だけど、すでに多くの社内外の方とお話できて嬉しいよね～！ 

新メンバーから 
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